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神奈川県の潮間帯フジツボ群集

その1. 東京湾西岸一
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Intertidal Barnacles in Kanagawa Prefecture 

-Part 1. West Coast of Tokyo Bayー

Toshiyuki YAMAGUCHI 

潮間帯とは

今日ほどの科学技術をしても生命の源である広大な

海洋の大半はL、まだに神秘につつまれたままである。

そこに棲む生物がどこに，どの様にして生きているの

か判らぬことが多い。特殊な道具なしに海の生物の観

察可能な範囲は唯一岸に近い極めて浅い海域に限られ

る。特に潮の干満てo区切られる潮間帯ではつかの間の

”海底”およびそこに棲む生物を直接観察できる。潮

間帯は上部ほど長日寺間空気中にさ らされ，そこに棲む

生物はそれぞれの適応条件（乾燥に対する耐性〉にあ

った垂直位置に帯状に分布する。干出時には夏の暑さ

や冬の寒さ，降雨や河川＊，波浪などが直接潮間帯に

作用する。また底質や生物間相互作用などが狭L哨yj間

帯（横浜港では最大1.4m位〉の生物の分布を決め

る。本稿では横浜から観音崎聞の湖j間帯に棲むフジツ

ボ類の穣構成，分布をまとめる。潮間郊の観察は春か

ら夏にかけての大潮の干潮時が良＼'o 

フジツボとは

節足動物甲殻類蔓脚類（亜綱〉に属し，一般に石灰

質の厚い殻をもち固着生活を営む。特徴的な浮遊性幼

生（ノウプリウス，シプリス〉期を経ることでやっと

甲殻類と認識されたよ うに形態は多様性に富む。潮間

帯のフジツボ類はほとんどすべて雌雄同体であるが，

主に交尾による他家受精をする。受精卵はある期間成

体内で保育され，ノウプリウス幼生で海中に放出され

る。岡lj毛を持った左右6対の蔓脚で海中のプランクト

ンや微小生物片などを摂食する。

東京湾西岸の海岸線の特徴

東京湾西岸はほとんど人工の海岸線で垂直に近い岸

壁からなる。横須賀港付近の米軍施設，猿島および観

音崎付近だけに岩礁からなる自然の海岸線が残ってい

る。主に戦後にはじまった沿岸部の大規模な埋立ては

海洋汚染の進む中で，干がたなどの自然の海岸やそこ

に穆Jむ生物を失う結果だけでなく ，しばしば潮流など

の海水の動きを停滞させ生態系を大きく変えてきた。

東京湾西岸のフジツボ群集

フジツポ類は平潟湾（図の地点10）など入江奥に残

った干がたでは傑や死んだ貝殻などの上に，その他人

工海岸線では岸壁などに付着している。次十こフジツボ

類の分布を代表地域を例にして述べる。

観音崎北 （図の地点17）：湾口に位置し潮流が早く，

外洋水の影響が強い。 ここでは潮間帯上部にイワフ

ジツボ Chthamaluschallengeri HoEK，中一下部にクロ

フジツボ Tetraclitasquamosa jaρonica PILSBRYが

多く ，他に数は少な いがタテジマアジツボ Balanus

m叩ρhitriteDARWINおよびアメリカフジツボ Balanus 

eburneus GouLDの内湾種2種が，また下部にはオオア

カフジツボ Megabalanusvolcano (P1LSBRY〕とアカフ

ジツポMegabalanusrosa (P1L£BRY）が，そして上ー下部

の岩の割れ目にはカメノテ Pollici戸esmitella (LrnNE:) 

が認められる。内湾種2種を除く この群集は本州南岸の

外洋に面した神yj間帯の代表的な種構成で，これをA群

集と呼ぶことにする。イワフジツボおよびク ロフジツ

ボは，北｜浪が前者は北海道南部，後者は津軽海峡で，それ

以南ほぽ日本全域を被う。共に外洋から外洋水の影響

のおよぶ内湾に生息し前者が潮間帯上部，後者が中部

の代表種である。オオアカフジツボおよびアカフジツ

ポは近縁種で，北限は前者は太平洋岸で銚子，後者は津

軽海峡で，それ以南ほぼ日本全域を被う。共に外洋地、

ら外洋＊の影響をうける内湾に分布し，前者は主に潮

間帯下部で波を強く受ける岩礁に，後者は主にブイや

海底の岩など海面下の物体に付着するが，ここで観察

されたよ うに潮間帯下部で隣合って付着すること もあ

る。オオアカフジツボは銚子以南の外洋の潮間帯下部

の代表穏と言える。タテジマフジツポ，アメリカフジ

ツポ，および後に述べるシロスジフジツボ，サラサフ

ジツボ，ヨーロッパフジツボは主に津軽海峡以南の内

湾に生息する。タテジマフジツボとシロスジフジツボ

はほとんど隣合って生息する事が多く，共に内湾潮間

千Ii'上ー中部の代表種である。サラサフジツボは前2種

とほぼ同じ地理的分布をもつが，垂直分布は下で内湾

潮間帯の下部の代表種である。 アメ リカフジツボ，ヨ

ーロッパフジツポは戦後（？〉 日本へ船で運ばれ移住

に成功した外来種で，それぞれの主たる分布域の地名

を荊l名にもつ。日本での分布拡大の様式は生態学の興

味深いテーマの1つになるが正確な資料を欠く。現在

63 



は北海道を除く主要な港湾に分布するようになった。

走水 ・旗山崎（地点16）：観音崎から約1.Siem内湾側

ではイ ワフジツポ，クロフジツボおよび少数のタテジ

マフジツボからなる。前2種を主とし，オオアカフジ

ツボを含まぬ群集をB群集と呼ぶことにする。

大津港外 （地点15〕：地点 16から約3初内湾側の埋

立地の大津港付近の岸壁にはイワフジツボしか見られ

ない。観音崎からここまでの聞に外洋を代表するオオ

アカフジツポ，アカフジツポ，クロフジツボ，カメノ

テが見られなくなった。 これはB群集か次に述べるC

群集かのいずれかに含まれる。

横須賀新港ー柴港問 〔地点8-9,11-12, 14, 除く地

点10,13）：ここではイワフジツボに内湾潮間帯の代

表種のタテジマアジツボ，シロスジフジツボまたはい

ずれか一方が加わる種構成cc群集と呼ぶ〉からなる。
横須賀新港北，平潟湾，金沢区，鳥浜町横浜港問（地

点13, 5 7, 10, 13，除く地点4）・ここではイワフ

ジツボを欠き内湾種タテジマフジツポ，シロスジフジ

ツボあるいはいずれか一方を主とする群集からなる。

これをD群集と呼ぶことにする。時に潮間帯下部の代

表種サラサフジツボ Balanusreticulatus UTINOMI （地

点10），あるし、はアメリ カフジツボ，ヨー ロッパフジツ

ボBa/anusimρrovisus DARWIN も一員として加わる，

中村川や大岡川など淡水の影響を強く受け，海水より

も塩分濃度の低い内陸にもそれらの分布が知られる。

国際ふ頭（地点4）：横浜港と磯子港とにはさまれ

た南東に張出したふ頭で，2つの港の群集と異なり，

イワフジツポ，クロフジツボの2種からなる。ここのフ

ジツボ群集は走水付近のB群集と同じと考えられる。

外洋性のこれら 2種のより内湾側への分布は周囲より

もこの付近が潮流や波浪の強L、ことを予想させる。

まとめ

東京湾西岸のフジツボ群集は湾口から内湾側lこ順に

イワフジツボ ・クロブジツボ ・オオアカフジツポ群集

(A群集），イワフジツボ ・クロフジツボ群集（B群

集〉， イワフジツボ ・タテジマ フジツボ ・シロスジフ

ジツボ群集（C群集〕，およびタテジマアジツボ ・シ

ロスジフジツポ群集（D群集〉の4つの群集に区分で

きる。 すなわち外洋側からオオアカフジツボ， クロフ

ジツボ，そしてイワブジツボの順に見られなくなり，

その代りに空いた生態的地位を残されたアジツポや内

湾種が占める。それらの群集は主に潮流，波の強さ河

川水の影響などによって決まるものと考えられる。
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i朝間帯の代表的なフジツボ類
a.イワフジツボ， d クロフジツボ，
b.タテジマフジツポ，e. オオアカフジツポ，
c. シロスジフシツポ， （スケーノレは5醐〕
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